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平
成
22
年
度
曽
於
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
4
号
）

（
全
会
一
致　

可
決
）

　

今
回
の
補
正
予
算
は
、
都

城
市
に
お
け
る
口
蹄
疫
感
染

牛
確
認
に
対
す
る
侵
入
防
止

対
策
と
農
家
支
援
対
策
、
及

び
今
回
の
梅
雨
前
線
に
よ
る
豪

雨
災
害
の
復
旧
を
図
る
も
の
で

あ
り
、
歳
入
と
し
て
一
般
寄
附

金
4
8
8
万
7
千
円
及
び
財

源
調
整
の
た
め
の
財
政
調
整
基

金
繰
入
金
1
億
6
4
1
8
万

4
千
円
で
す
。

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
道
路
通

行
規
制
に
伴
う
監
視
員
賃
金

及
び
商
店
・
事
業
所
等
へ
貸
し

出
し
を
す
る
た
め
の
消
毒
マ
ッ

ト
購
入
費
、
車
両
消
毒
の
た
め

の
自
動
消
毒
機
設
置
費
等
に

係
る
畜
産
振
興
協
議
会
補
助

金
4
5
3
5
万
5
千
円
、
8
月

か
ら
子
牛
せ
り
市
再
開
を
想

定
し
た
子
牛
育
成
支
援
対
策

事
業
見
舞
金
5
9
5
0
万
円
、

農
地
・
農
業
用
施
設
災
害
に

対
す
る
測
量
設
計
委
託
料
等

1
7
6
8
万
円
、
公
共
土
木
施

設
災
害
に
対
す
る
災
害
応
急

作
業
委
託
料
6
7
5
万
6
千

円
、
及
び
緊
急
時
に
備
え
る
た

め
の
予
備
費
3
0
0
0
万
円
が

主
な
も
の
で
す
。

曽
於
市
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
改
正
条
例
制
定
に

つ
い
て

（
賛
成
多
数　

可
決
）

　

曽
於
市
内
の
国
保
に
加
入

さ
れ
て
い
る
被
保
険
者
の
保

険
税
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

今
回
は
医
療
費
の
増
加
、

税
収
入
の
減
少
で
国
保
会
計

に
歳
入
不
足
が
生
じ
る
た
め

国
保
税
率
の
引
上
げ
を
す
る

も
の
で
す
。
今
年
は
一
般
会

計
か
ら
約
8
8
0
0
万
円
の

法
定
外
繰
入
れ
を
行
っ
て
も
、

平
成
24
年
度
に
は
財
源
不
足

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
反
対
意

見
の
な
か
で
は
、
市
民
の
く

ら
し
や
農
家
の
収
入
が
落
ち

込
ん
で
い
る
時
に
国
保
税
引

き
上
げ
を
す
る
べ
き
で
は
な

い
と
の
強
い
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
国
保
会
計
が

厳
し
く
な
っ
て
い
る
の
は
国

か
ら
の
補
助
金
が
大
幅
に
削

減
さ
れ
て
き
た
た
め
で
あ
り
、

国
に
対
し
て
補
助
率
を
元
に

戻
す
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見

書
を
提
出
し
ま
し
た
。

土
地
の
取
得
に
つ
い
て
（
財

部
地
区
宅
地
分
譲
整
備
事
業

用
地
）

（
賛
成
多
数　

可
決
）

　

こ
の
事
業
は
財
部
町
の

坂
元
地
区
の
水
田
13
筆
1
万

3
0
3
9
㎡
、
2
6
0
7
万

8
千
円
で
取
得
し
、
市
外
か

ら
の
若
者
定
住
促
進
を
目
指

す
宅
地
分
譲
事
業
で
す
。
こ

の
計
画
は
平
成
21
年
度
も
予

算
提
案
さ
れ
ま
し
た
が
、
地

区
住
民
か
ら
反
対
陳
情
が

出
さ
れ
、
今
回
再
度
面
積
変

更
を
含
め
提
案
さ
れ
ま
し

た
。
人
口
増
加
と
地
域
活
性

化
の
目
的
に
つ
い
て
は
、
地

区
住
民
も
理
解
で
き
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
申
請
地
の
境
界

線
に
は
牛
の
畜
産
農
家
が
あ

り
、
臭
い
や
ハ
エ
、
そ
し
て

牛
の
鳴
き
声
な
ど
で
住
宅
建

設
に
苦
情
が
出
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
、
事
業
の
場
所
変
更

を
求
め
る
陳
情
書
が
出
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

当
局
は
、
今
後
地
元
住
民

の
声
に
は
検
討
を
進
め
て
い

く
と
い
う
こ
と
で
賛
成
多
数

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

☆�

自
主
共
済
制
度
の
保
険
業

法
適
用
除
外
を
求
め
る
意

見
書
採
択
の
請
願
書

（
全
会
一
致　

採
択
）

提
出
者　
曽
於
市
末
吉
町
諏

訪
方
６
２
３
３
番
地
1

久
保
田
厚
雄
氏

紹
介
議
員　
五
位
塚　

剛
氏

☆�

永
住
外
国
人
へ
の
地
方
参

政
権
付
与
の
法
制
化
に
反

対
す
る
陳
情
書

（
賛
成
多
数　

採
択
）

提
出
者　
曽
於
市
大
隅
町
恒

吉
6
5
5
番
地後

藤
大
志
郎
氏

☆�

選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
の
法

制
化
に
反
対
す
る
陳
情
書

（
賛
成
多
数　

採
択
）

提
出
者　
曽
於
市
大
隅
町
恒

吉
6
5
5
番
地後

藤
大
志
郎
氏

☆�

改
正
国
籍
法
に
関
す
る
陳

情
書

（
全
会
一
致　

採
択
）

提
出
者　
曽
於
市
大
隅
町
岩

区　分 H22年度 H21年度まで 増　減

医療給付費分
（0歳〜74歳まで）

所得割額 7.30％ 6.40％ 0.90％
資産割額 32.00％ 44.80％ △12.80％
均等割額 23,000円 20,000円 3,000円
平等割額 22,000円 20,000円 2,000円

後期高齢者支援分
（0歳〜74歳まで）

所得割額 1.70％ 2.00％ △0.30％
資産割額 7.20％ 5.00％ 2.20％
均等割額 5,000円 3,000円 2,000円
平等割額 4,000円 2,000円 2,000円

介護納付金分
（40歳〜64歳まで）

所得割額 1.30％ 0.90％ 0.40％
資産割額 5.80％ 8.10％ △2.30％
均等割額 7,000円 6,000円 1,000円
平等割額 4,000円 3,000円 1,000円

平成22年度の国保税の税率

6
月
定
例
会
追
加
議
案

請　
願

陳　
情
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川
4
8
5
6
番
地

谷
川　

正
文
氏

☆�

30
人
以
下
学
級
実
現
、
教

員
賃
金
改
善
、
義
務
教
育

費
国
庫
負
担
制
度
拡
充
に

係
る
意
見
書
の
採
択
要
請

（
賛
成
多
数　

採
択
）

提
出
者　
曽
於
市
末
吉
町
新

町
2
ー
16
ー
8団

塚　

栄
喜
氏

☆�

国
民
健
康
保
険
税
8
%
も

の
値
上
げ
中
止
を
求
め
る

陳
情
書

（
賛
成
少
数　

不
採
択
）

提
出
者　
曽
於
市
財
部
町
下

財
部
1
3
6
4
番
地
2

長
野　

修
治
氏　

外
8
名

☆�

曽
於
市
国
民
健
康
保
険
税

の
引
き
上
げ
に
関
す
る
陳

情
書（

賛
成
少
数　

不
採
択
）

提
出
者　
曽
於
市
大
隅
町
中

之
内
8
4
2
2
番
地
12

豊
饒　

孝
氏　

外
12
名

　

な
お
、採
択
さ
れ
た
請
願
・

陳
情
は
、
そ
れ
ぞ
れ
関
係
機

関
に
意
見
書
を
提
出
し
ま
し

た
。

☆�

国
民
健
康
保
険
に
対
す
る

国
庫
負
担
の
増
額
を
求
め

る
意
見
書

（
全
会
一
致　

可
決
）

　

政
府
に
対
し
国
庫
負
担
割

合
を
少
な
く
と
も
従
前
の
負

担
割
合
に
回
復
す
る
と
共
に

加
入
者
負
担
の
健
保
間
格
差

の
是
正
を
含
む
、
制
度
の
抜

本
改
正
を
早
急
に
取
り
組
む

こ
と
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　

内
閣
総
理
大
臣
、
厚
生
労

働
大
臣
、
財
務
大
臣
に
提
出

し
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
を

推
薦
す
る
た
め
、
議
会
に
意

見
が
求
め
ら
れ
適
任
と
さ
れ

ま
し
た
。

大
窪　

義
孝
氏　

70
歳

（
末
吉
町
深
川
）

中
山　

壽
子
氏　

62
歳

（
末
吉
町
諏
訪
方
）

幸
田　

貞
文
氏　

62
歳

（
大
隅
町
中
之
内
）

辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の

総
合
整
備
計
画

（
全
会
一
致　

可
決
）

●
財
部
町
大
峯
辺
地

　

大
峯
・
永
里
線
は
、
永
里

集
落
と
大
峯
集
落
を
結
ぶ
主

要
な
幹
線
道
路
で
あ
り
、
幅

員
が
狭
く
カ
ー
ブ
区
間
の
未

改
良
部
分
を
整
備
す
る
こ
と

に
よ
り
自
動
車
交
通
の
円
滑

化
等
を
図
る
た
め
に
５
ヵ
年

の
総
合
整
備
を
計
画
し
、
現

在
市
道
の
整
備
を
実
施
中
で

す
。

　

今
回
、
当
該
辺
地
区
域
内

に
同
様
の
上
大
峯
線
が
あ
り
、

大
峯
集
落
内
を
通
過
し
、
財

部
北
小
学
校
や
北
中
学
校
及

び
主
要
地
方
道
都
城
隼
人
線

に
通
ず
る
主
要
な
幹
線
道

路
で
あ
る
が
、
幅
員
が
狭
く

カ
ー
ブ
区
間
も
多
く
、
通
行

の
安
全
性
確
保
の
た
め
車
道

整
備
を
行
い
、
自
動
車
交
通

の
円
滑
化
と
自
転
車
通
学
に

よ
る
児
童
・
生
徒
・
歩
行
者

等
の
安
全
確
保
を
図
る
た
め

計
画
変
更
を
行
い
ま
す
。

概況 人口 面積 整備計画期間 施設名 事業費
財源内訳 一般財源のうち

辺地対策債の予
定額

特定
財源 一般財源

財部町
大峯地区 131人 1.6㎢ 平成19年〜

平成23年度 道路 1億1910万1千円 1億1910万1千円 1億1880万円

鹿屋市

大峯辺地

恒吉小学校

大隅南小学校

曽於弥五郎IC

大峯辺地　上大峯線

大峯辺地　上大峯線　起点

意
見
書

人
権
擁
護
員
の
承
認


